
「社会を明るくする運動」
の概要と歴史

（スライド資料）

本書は、「社会を明るくする運動」本庄市
推進委員会が、当運動の内容を、より多く
の方に知ってもらうために作成した動画の
スライド資料となります。本書と併せて、
YouTubeに掲載させていただいている動画
を参照いただき、この機会に、当運動と更
⽣保護について、理解を深めていただけま
したたら、幸いです。

法務省 更⽣保護推進キャラクター
更⽣ペンギンのホゴちゃん



「社会を明るくする運動」の一つに「更生保護」の推進があります。

近代的な更生保護思想の源流は、明治２１年に金原明善（きんぱらめいぜん）、
川村矯一郎（かわむらきょういちろう）を中心となります。



当時、２人を中心とした慈善家の有志達は、監獄教誨（かんごくきょうかい）
と免囚保護（めんしゅうほご）を目的に掲げました。

こうして「静岡県出獄人保護会社」が設立されましたが、この会社の設立には、
次のような経緯がありました。



当時，静岡監獄に，あらゆる罪を重ねた吾作（仮名）という囚人がいました。



多くの看守がほとほと手を焼くほどの問題受刑者でしたが，副典獄（今でいえ
ば刑務所の副所長）であった川村矯一郎（かわむらきょういちろう）は、度々、
訓戒を与えました。

副典獄の熱心な訓戒が効を奏して、吾作は心の底からこれまでの行いを反省しました。
そして、出所の時には川村副典獄に「今後は道に外れるようなことは，誓って
いたしません」と必ず更生を遂げ再び監獄には戻らないことを誓って去っていきました。



１０年以上も獄にあったので、吾作は出所後，喜び勇んで我が家へ帰りました。
裏口の柿の樹や、庭の木々、そして家も昔のままでした。

すると、家の敷地から人の気配がしたので、外から様子をうかがってみると、
すでに父母は亡くなったようで、かつての妻は別の男性と再婚しているらしく、
見知らぬ三人の子供たちと仲睦まじく暮らしていました。



そのまま家に入っていくわけにもいかず、吾作はやむなく村内の親戚を
訪ねました。

親戚へ「一晩だけでも泊めて欲しい」とお願いしたものの、「お前のような
悪者は泊めるわけにはいかない」とにべもなく断られ，「それならば、せめて
一晩庭の隅でも構わないので貸してもらえないか」と頼みましたが、それさえ
も駄目だと追い返されてしまいました。



親戚の家を後にした吾作は、次に警察署に行きました。これまでの事情を説明
したところ、「放免になった者を手にかけるわけにはいかない」といわれ、
ここでも助けを得ることはできませんでした。

　こうして吾作は、寝る場所や食べるものも手に入らず、まして手元には一文のお金もありません。
　以前の彼だったら，たちまち悪事に走ったはずですが、脳裏に浮かぶのは川村副典獄の訓戒や、
　出所するときに誓った約束でした。自分が生きるためだとしても、二度と悪事はできません。
　彼は遂に川村副典獄にあてた長い書置きを残して，村外れの池に身を投じ，自らの命を断って
　しまいました。



　五作の訃報の知らせを受け、書置きを手にした川村副典獄は長く大きな
　ため息をつきました。そして、当時、静岡県内で実業家として活躍して
　いた金原明善（きんぱらめいぜん）に会って、一連の話を語りました。

話を聞いた明善は，次のように語りました。





この２人のやり取りが明治２０年のことで、その後、出獄人保護会社の設立に
向けた２人の行脚が始まりました。その後、静岡県出獄人保護会社の設立を契機
として、各地に釈放者保護団体が設立されるようになりました。このように始ま
った日本の更生保護事業は、その後も民間の活力によって拡大していき、昭和１４
年の司法保護事業法によって、国の制度として明確に位置付けられました。



こうして、日本にも更生保護制度が生まれましたが、その後、第二次世界
大戦が起こり、多くの国民にとって、他人のことを思いやるような余裕の
ある状況ではなくなってしまいました。

ようやく戦争が終わり、国民全員が復興に向け、一生懸命に毎日を過ごして
いる中、昭和２４年７月１日，更生保護制度の新しいスタートである「犯罪
者予防更生法」が施行されました。



この法律の施行を受け、戦後の荒廃した街にあふれた子供たちの将来を危惧
していた、東京・銀座の商店街の有志が、この法律の思想に共鳴し、同年７
月１３日から１週間にわたって、自発的に「犯罪者予防更生法実施記念フェ
アー（銀座フェアー）」を開催しました。

この銀座フェアーが刺激となり、また犯罪者予防更生法施行１周年を記念して、その翌年の昭和
２５年７月１日から１０日まで、「矯正保護キャンペーン」が全国的に実施されました。この
期間中、前年に示された一般市民の熱意と善意を高く評価して映画会、記念スタンプやリーフ
レットの配布、街頭宣伝活動などの啓発活動が全国的に実施されました。街にあふれる戦災孤児、
犯罪や非行の激増による社会不安の増大、インフレや物資不足により生活に余裕のなかった人々
も、このフェアーを皮切りに、不幸な子供たちに対する思いやりや愛の心を呼び戻し、殺伐とした
世相に明るい光をともしたとも言われています。



その後、昭和２６年７月、「銀座フェアー」と「矯正保護キャンペーン」を通じて、
「犯罪の防止と犯罪をした人たちの立ち直りには、一般市民の理解と協力が不可欠で
ある」という認識を深めた法務府（現在の法務省）は、この啓発活動を将来とも継続
して一層発展させる必要があるとして、“社会を明るくする運動”と名付け、国民運動
として世に広げることとなり、現在に至ります。

「社会を明るくする運動」の一つに「更生保護」の推進があります。



現在、当会は、本庄市、保護司会、更生保護女性会、青少年育成市民会議、
ＰＴＡ連合会、自治会連合会、民生委員・児童委員協議会が中心となって
運営しています。主な活動としましては、毎年７月の強化月間中、関連する
テーマでの講演会の開催や、広報車による街宣活動、コロナ禍以前には街頭
キャンペーンを展開し、市民に対し当運動の啓発に努めてきました。

このほか、所属する各種団体でも独自の活動を展開しています。保護司会や更生
保護女性会は日々、更生保護の理念に基づき、犯罪をした人や非行のある少年の、
改善や立ち直りに向けた支援に取り組んでいます。青少年育成市民会議、ＰＴＡ
連合会、自治会連合会、民生委員・児童委員協議会も、活動中に、地域のパトロ
ール活動を取り入れ、定期的に市内の巡回を行っています。



最後まで動画を視聴いただき、ありがとうございました。以上が「社会を明るく
する運動」の活動に関する説明となります。そして最後に、皆さんへお願いが
あります。「社会を明るくする運動」の歴史でも言及されていたとおり、この
運動は、警察や国だけでなく、行政や地域団体、そして地域にお住まいの皆さん、
それぞれが１つになって取り組むことで、初めて効果的な活動になります。この
動画を見ていただいた皆さんも、まずは自分にできることを考えていただき、
可能でしたら、是非、お住いの地域の「社会を明るくする運動」に携わって
いただけますと、幸いです。

今後も「社会を明るくする運動」への御理解と御協力を、よろしくお願いします。


